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第２０回 ウエスタンカップリレー大会 IN 都介野 
ｂｙ よこたみのる 

MA ＯＬＰ鬼ころし， ＷＡ Ｔｅａｍ白樺 

そして、 ＳはＯＬＰえびすで締めくくられた

第２０回ウエスタンカップ。  

 ＫＯＬＡとしては、 今回はＭＡとＳに２チ

ーム が参加。 結果は散々でしたが、 かなり楽

しめました。 学生も少ない人員で、 よくやっ

てくれました。  

 今回のコース でまずしんどかったのは、 とにかくスタート 。 スタートフラッグ ま

での登りで、 体力と気力を失った人が一体どれぐらいいたでしょうか。 少なくとも

ＫＯＬＡの６人は、 使い果たした人がばかり(^_^;)。 目標としていたウム回避も、

Ｓクラスで保さんがあと１０秒というところで時間切れ。今回一番元気だったのは、

やっぱり一番大会に参加している前田さんかな。  

 新入会員の河内谷さんと松田さんの姿も確認。２人とも充分楽しんでいたようで、

ＫＯＬＡの伝統を引き継げそうですヘ(^^ヘ)(ノ^^)ノ。  

では、 KOLA 関係者の成績です！ 

26 102 KOLA-A      4:09:03  

    白川 努 1:25:33  平山 友啓 1:27:22  永瀬 真一 1:16:08  

12 304 KOLA-S      3:59:41  

    前田 春正 1:07:59  寺田 保 1:41:19  横田 実 1:10:23  

9  806 大阪外大 OLK  4:16:18  

     河内谷 名保子 1:43:43   松田 ヤエ 45:58  市川 雄一朗 1:46:37  

   104 大阪市立大学 OLC  mp  

     名木山 滋 2:28:58 中村 貴史 1:30:24  米田 稔 mp  

   603 D ヤブ直進！    mp  

             村岡 悠 1:56:15  井上 勇樹 1:25:40  藤田 沙織 mp  

 



◎テーマトークのコーナー⑧「年賀状」 
編者：永瀬 

 

＜横田＞ 
『年賀状は本人の近況がわかるようにすること』というのが、僕の考えです。で

すから写真を入れるとしたら、子どものではなく自分や家族が写っているものを。
また、文も昨年の様子がわかるように入れたいというのが考えですね。 

年賀状だけしか交換しない友だちもいるので、なんとかして途切れず連絡をし
たいのですが、妻が年賀状を仕切ろうとするので、誰に出したのか僕自身もわか
らないことがあって、毎年喧嘩になってしまいます。俺の年賀状ぐらい俺に出させ
ろ！…最後は愚痴でした。 

＜平山＞ 
数年前までは全部手書きで書いていたのですが、パソコンを持ってからは、ア

プリケーションCDに入っていた「筆ぐるめ」を使って作っています。さすがに手書
きの頃に比べて早く年賀状を作ることが出来るようになりましたが、いつも作り出
すのが遅く、毎年元旦に届くか怪しい日に投函することになります。そういう理由
で、僕の年賀状には元旦の文字が入ってなかったりするのですが・・・。 

＜永瀬＞ 
大学生までは、スタンプ（実家には、）＋手書きでした。実家は、物持ちが良い

方で、二廻り（２４年）前？という干支のスタンプもあり、その味わいが一部に好評
でした。 

大学院生のとき（１０年ちょっと前）は、研究室のパソコン＋レーザープリンター
で、あいさつ文と差出人を印刷＋干支のスタンプ。（税金を無駄遣いしていました。
申し訳ありません） 

会社に入って（１９９３年）からは、「筆まめ４（９８ＤＯＳ版）」で、宛名印刷するよ
うになりました。（Windows時代になっても、この時期は、ＭＳ－ＤＯＳを使っていま
した。） 本文は、筆まめで作成したものを原稿に「プリントごっこ」で印刷していま
した。（プリンターが初期のモノクロインクジェットだったので） 

ここ数年は、カラーインクジェットプリンターが導入されるようになり、本文もプリ
ンター出力となりました。また、パソコンを買い替え筆まめ４（９８ＤＯＳ版）が使え
なくなりました。そのため本文は、一太郎で作成するようになりました。宛名印刷
の方は、いくつかあるフリーソフトを渡り歩いています。（この時期になるとフリーソ
フトを探索） 本文をプリンター印刷するようになったので、宛先によって、デザイ
ンを変えるようなこともするようになりました。一例としては、つばめ会（東工大ＯＬ
ＴのＯＢ会）関係の場合は、背景を新春大会の地図の一部（コース外）を背景を
にして、新春大会の紹介もするというのが恒例となりました。 

※「プリントごっこ」が遊休品となっています。欲しい方、差し上げます。 
   

 次回のテーマは、「シューズ」です。オリエンテーリングで使用しているシューズについて、
語って下さい。 



霜月紅葉狩りあちこちドライブ記

9日

朝からすっきりしない空模様の中、家内の母親を連れて高野山へ。

参拝を済ませて龍神スカイラインへ行こうと車に乗り込む、途端に霧が出て来た。

スカイラインにかかる頃には一寸先も見えないほどの霧で紅葉を楽しむどころでは

ない。

しばらく走ると清水温泉と書いた看板があったのでそちらへ行くことにする。

すれ違いもできないような細い遭が続く、携帯は圏外だし、対向車も殆ど無い。

もし故障したら、もし脱輪したらと不安な気持ちになる。

清水温泉の近くの食堂で名物のわさび寿司を食べるこれが結構旨い。

霧で龍神スカイラインでの紅葉狩りはできなかったが、違う道を通ったためちらほ

ら紅葉も見られたし、おいしい物も食べられたしで、家内も、義母も満足そうであ

った。

16日

先週同様ばっとしない天気の中、7月に行った曽爾高原へ白くなったであろうスス

キを見に行く。

前回同様、道の駅“針テラス”で休憩をし、帰ってから飲む超辛口の酒を買い、カ

ーナビならぬ女房ナビの指示通り車を走らす。

前回と違うルートを行くことにする。

青蓮寺湖（しょうれんじこ）はダム湖で水辺に紅葉が映ってすばらしい景観である。

香落莫（こうちけい）青蓮寺川にせまる岩盤質の山肌の紅葉、これもまた見事な景観を醸

し出している。

肝腎のススキは少し時期が遅かったようで、期待外れの感がした。

前回は暑かったので登らなかったが、今日は登ることにする。

強風に飛ばされそうになりながら尾根伝いに歩くこと小一時間。

下りにかかると、昨日の雨でぬかるんでいる。

女房に「すべるからこけるなよ」と声をかけた途端に小生がつるり。

600円也の駐車場はばば満車、バスの団体さんも有り大賑わいの高原でした。

23日

先週、先々週と違って絶好の行楽日和？

なぜ？かというと、5時過に起きたので真っ暗で良く解らない。

天気は良いがかなり冷え込む、関東・甲信地方の山沿いでは10～20cmの積雪と

前夜の予報。

今日はその信地方へ行こうとしているのである。

お盆休みに女房が行きたがっていた（お盆休みは散々な天候のため行けずじまい）

長野の開田村（木曽馬の里）と御嶽山へ、少々の無理をしても次の日が休みだから

と日帰りドライブに行くのである。

もし凍結でチェーン装着の指示が出たら引き返すつもりで6時過に出発。

近畿道・名神・中央道と乗り継いで中津川で降りる。

途中でガソリン補給に立ち寄ったスタンドの人に「御嶽スカイラインは通る事が出

来ますか？」とたずねると「上までは駄目だと思いますが、途中までは大丈夫」と

の返事。例によって女房ナビの指示で一路御嶽へ。



紅葉には遅いし、スキーには早いしノということで道路は閑散としている。

日陰には霜柱が溶けずに残っている（5cm位はあっただろうか？）

そもそも霜柱というものを肉眼で見るのが初めてなので思わずシャッターを。

5合目付近まで登る、ここから先は通行止め、登って来ている車は2～3台。

この辺りまで来ると明け方にでも降ったのだろうか？熊笹に雪が残っている。

ゲレンデにも雪がある、でもこれは人工雪（試験的にまいたらしい）、その雪を踏

みしめて感触を楽しむ。

途中、絶景ポイント（車が少ないので停め放題）で写真撮影。

突き抜けるように澄んだ青い空、青い空と御嶽山。青い空と白樺の林。

木曽駒ヶ岳を中心に広がる南アルブスの大パノラマ。

いつまで見ていても飽きないが、開田高原へも行かなくてはならず、1時過に下山。

途中、目をつけておいた蕎麦屋で遅い昼食をとることにする。

先程通った時には3・4台しか停まっていなかったのに、帰りには道路まで車があ

ふれている、これはかなりの期待がもてる、小生は天ざるを女房はぎるそばを注文。

相席の夫婦が「どちらへ行ってこられたのですか？」と聞いてくる。

「御嶽山へ行ってきました」と答えると「私たちはこれから行く」と言う。

「ここはそんなに有名なお店ですか？」と小生。

「私は2度目なんですが、前に来たときはそうでもなかったように思うのですが」

とご主人が教えてくれたの

そうこうしているうちに注文の品が運ばれて来た。

旨い、蕎麦の茄で具合、つゆの味加減、揚げたての天鮭羅、実に旨い。

お客は正直だ、繁盛するのがよく解る。

蕎麦湯をもらって残ったっゆも全部飲み干し、勘定を済ませて外へ出る。

駐車場の一角に細い木が植えられていて数個の花が咲いていた。

よく見ると桜ではないか“冬桜”これもまた初めて目にした光景である。

車に乗りいざ開田村へ。

目的は2年前に宿泊した事のある宿“風里サ　ここはオープンして5年目位で天然温
泉が魅力。

御嶽山を望む高原の白樺林の中にポッンと建つ静かな庁まいの宿である。

今日は日帰り入浴に立ち寄る。

駐車場に乗り入れると宿泊客の出迎えに従業員が飛び出してくる、女房を先に降ろ

して其の旨を告げる。

入浴料一人1500円也（タオル・バスタオル・飲み物付き）を払って浴室へ。

大浴場・ジャグジー・大釜と桧の露天風呂。

この大釜は其の昔薬草を煮だすのに使った物だと説明書に善かれていた。

ゆったりと温泉に浸かり、ロビーでコーヒーを飲み（本当は生ビールを飲みたいの

だが）出発する頃には辺りは薄暗くなっていた。

中央道が多治見から恵那まで事故渋滞20kmとあったので、多治見まで19号線を

走ることにこれが間違いの元、国道も大渋滞で結局かなりのロスタイム。

帰り着いたのが12時頃、走行距離は約850km。

我ながらよく走ったものだと感心する。

えす・えぬ



◎Ｒｅｓｕｌｔのコーナー 

2003/10/5  関西学連第２回定例戦at箕面Ⅱ 

ＭＡ（64名） 

 1 西尾 信寛 (朱雀ＯＫ)  1:02:21 

12 中村 貴史 (大阪市大OLC)1:18:43 

ＭＡＳ(41 名) 

 1 鈴木 正文 (浜松OLC)  0:55:03 

 5 永瀬 真一 (ＫＯＬＡ)  1:14:46 

18 前田 春正 (ＫＯＬＡ)  1:42:36 

ＷＡ（22名） 

 1 安井 千晶 (右近の会)  1:10:09 

12 河内谷名保子(大阪外大OLK)2:33:15 

  松田 ヤエ (大阪外大OLK) Ｐ１ 

 

 

 

2003/10/12  第２９回東日本オリエンテーリング大会 atみずがきの森（山梨県須玉町 ） 
Ｍ５５Ａ (25 名) 

 1 尾上 秀雄 (サン・スーシ )0:49:02 

 9 前田 春正 (ＫＯＬＡ)  1:19:29 

15 寺田 保  (ＫＯＬＡ)  1:33:33 

 

2003/10/13  10人リレー&スプリントinみずがきの森（山梨県須玉町 ） 
10☆StarsCup オープンＢ 

 チーム名 １区間  ２区間  ３区間  ４区間  
1 (211) 刈谷で走る会 安斎秀樹 1d 金田哲生 2a 柳下大 3c 松澤俊行 4 
 2:08:13 0:25:46  0:47:22  1:19:58  2:08:13  
 (212) チングルマ 清水栄一 1c 植松裕子 2a 辻村修 3d 前田春正 4 
 DISQ 1:14:19  P1  2:54:39  P8  

 

2003/10/18  パーク・Oツアーin関西 第４戦 at太陽が丘（京都府宇治市） 

ＭＡ予選(57 名) 

 1 松澤 俊行 (愛知教育大学)0:08:45 

30 中村 貴史 (大阪市大OLC)0:11:46 

ＭＡ決勝(15 名) 

 1 松澤 俊行 (愛知教育大学)0:19:34 

ＭＡ－Ｏ(12 名) 

 1 小林 恭輔 (東北大OLC) 0:20:44 

 6 中村 貴史 (大阪市大OLC)0:26:35 

Ｖ(12 名) 

 1 石田 亘宏 (愛知)   0:18:46 

 2 前田 春正 (ＫＯＬＡ)  0:19:10 

 3 寺田 保  (ＫＯＬＡ)  0:20:07 

 

 

 

 

2003/10/19  第13回京大大会at天王山  

Ｍ２１Ａ(46 名) 

 1 山口 尚宏 (OLCルーパー )1:16:43 

17 中村 貴史 (大阪市大OLC)1:37:04   

Ｍ５０Ａ(25 名) 

 1 小八重 善裕 (鶴亀OLC) 1:07:51 

10 前田 春正 (ＫＯＬＡ)  1:42:36 

Ｗ２１Ａ(18 名) 

 1 安井 千晶 (右近の会)   1:03:36 

10 藤田 沙織 (大阪市大OLC)1:49:24 

  松田 ヤエ (大阪外大OLK)2:30:31 

  河内谷名保子(大阪外大OLK)2:44:51

 



◎Ｒｅｓｕｌｔのコーナー 

 

2003/11/2 愛知県スポーツ・レクリエーションフェスティバル旭高原オリエンテーリング大会 
at旭高原 

Ｍ５０Ａ（8名） 

 1 新家 秀男 (中京OLC)  0:41:35 

 3 前田 春正 (ＫＯＬＡ) 1:01:16 

 

2003/11/9  京都カップオリエンテーリング大会第２戦at山紫水明東山（京都市 ） 

ＭＡ (30名) 

 1 尾島 良  (阪大ＯＬＣ) 0:54:50 

 7 中村 貴史 (大阪市大OLC)1:05:56 

ＭＡＳ(34名) 

 1 川前 紀尚(OLCフルハウス)0:42:29 

15 前田 春正 (ＫＯＬＡ)  1:09:14 

16 永瀬 真一 (ＫＯＬＡ)  1:11:15 

ＷＡ(26名) 

 1 塚八ゆかり(京都橘女子大OLC)0:49:44 

17 河内谷名保子(大阪外大OLK)1:33:06 

22 松田 ヤエ (大阪外大OLK)2:34:29 

 

 

 

2003/11/16 2003日本学生選手権ショートディスタンス競技大会 
at☆彡しおや（栃木県矢板市、塩谷町） 

ＷＥ予選Ｂ(59名) 

 1 姫野 祐子 (東北大)  0:24:38 

45 藤田 沙織 (大阪市大) 0:45:18 

 

ＷＥ－ＢファイナルＢ(47名) 

 1 宮沢 絵美 (千葉大)  0:22:15 

14 藤田 沙織 (大阪市大) 0:25:43 

2003/11/29  オリエンテーリングｉｎ鳳来寺山第２回at愛知県鳳来町  

ＭＡ(34名) 

 1 マーチン・バスネス(イギリス)0:12:55 

27 前田 春正 (ＫＯＬＡ) 0:27:13 

 

2003/11/30  オリエンテーリング下山大会at愛知県下山村 

Ｍ５５(12名) 

 1 小幡 昭次 (三河ＯＬＣ)0:56:13 

 4 前田 春正 (ＫＯＬＡ) 1:19:28 

ＭＳ－２(51名) 

 1 新宅 有太 (京都大学) 1:24:36 

 8 中村 貴史(大阪市立大学)1:29:47 

ＷＳ－２(53名) 

 1 浅井 千穂 (京都大学) 0:46:37 

13 藤田 沙織(大阪市立大学)0:59:13 

29 河内谷名保子(大阪外国語大学)1:14:08 

38 松田 ヤエ (大阪外国語大学)1:30:41 

 

※ＭＳ、ＷＳ は、 インカレクラシックセレクションクラス 

 

インカレクラシックセレクション通過おめでとう！ 

   中村 貴史くん 

   藤田 沙織さん 

 



OL カレンダー 
年月日 大会名ほか  ※森を走ろう！ http://www.asobox.com/o/ からの検索を利用しています※  

2003/12/21 関西パーク O 奈良 [奈良.奈良]  

2003/12/21 ASK 大会 [愛知.小牧]  

2003/12/21 第 31 回山口大 OL 大会 [山口.山口]  

2003/12/23 2003 年度椙橘戦 [愛知.尾張旭]  

2003/12/27-29 SKI-O 年末合宿 [山形.蔵王]  

2003/12/27-29 2003 年末強化合宿 [愛知.作手村ほか]  

2004/1/1 第 28 回元朝 OL 大会 [神奈川.横浜]  

2004/1/2 七福神 OL 大会 [東京.青梅]  

2004/1/3 第 19 回 KOLA 新春 OL 大会 [大阪.和泉]  

2004/1/10-12 [公認]2004SKI-O 北海道選手権大会オンライン申込 [北海道.留寿都村]  

2004/1/10-11 日本学連合宿 [三重.青山]  

2004/1/11 第 2 回千葉市立昭和の森公園 OL 大会 [千葉.千葉]  

2004/1/12 伊賀インカレ対策大阪 OLC リレー 練習会 [奈良.生駒]  

2004/1/13 第 5 回クアハウス今治 OL 大会 [愛媛.今治]  

2004/1/17 オリエンテーリング 教室 [福岡.北九州]  

2004/1/18 第 21 回ジュニアチャンピオン大会オンライン申込 [東京.八王子]  

2004/1/18 新春 OL 大会 [福岡.北九州]  

2004/1/19-25 SKI-O ジュニア＆マスターズ 世界選手権 [フィンランド.ボカッティ]  

2004/1/24-25 OCAD 作図講習会 [埼玉.加須]  

2004/1/25 第 3 回パーク O 横浜こども自然公園大会 [神奈川.横浜]  

2004/1/25 第 59 回岡崎市大会 [愛知.岡崎]  

2004/1/31 磐梯高原スキー O ミニ大会 [福島.磐梯高原]  

2004/2/8 OL 教室 [神奈川.横浜]  

2004/2/8??? 関東リレー  [栃木.]  

2004/2/8 あいち健康の森 OL 大会 2004 [愛知.大府]  

Ａｉｍｉｎｇ 
今年も色々ありましたが、あなたにとってはどんな１年間でしたか。…というより、来年に向かって、

前進する日々でありたいものです。みなさん、元気で新年をお迎え下さい。新春大会でもお待ちしてい

ます。 


